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因子Fl上でADP と Piから ATPが合成される乙とが知られている。しかし， Fl上で、ATPの合成される分子
機構については，不明の点が多いD 特に， ATP合成の一連の素反応段階と，水素イオンの電気化学ポテ




は， ミ卜コンドリアの膜からはなした可溶'性のF1(F 1 -ATPアーゼ)によるATP合成を試みた。
その結果，ジメチルスルフォキシド (Dl'v侶0) 存在下でその反応がおこることを見出した。同様の試み
は，乙れまでにも多くなされて不成功に終わっているので，さまざまなチェックを行なって，観察して
いる反応が確かに、外から加えたADPと Piからの， F 1によるネットのATP合成であるととを明かにした。











“tight site"で、あり，他方は "exchangeable site" である。合成反応がどちらの部位でおこるかは，まだ結
着がついていない。ラジオ・アイソトープでラベルしたADPを両方の部位，あるいはそれぞれ一方の部
位だけに結合させたうえで，上記の合成反応をお乙なわせた結果，“exchangeable si te" のみでATP合成
のお乙ることが明らかになった。また， ATPの加水分解もそちらの部位であることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
ミトコンドリア共役因子 (F 1) による ATP合成反応は，生体が行なう最っとも重要な生理機能のひと
つとして古くから多くの研究者によって反応機作の研究が行なわれているが，重要な問題が未解決のま





が酵素から遊離するステップにH+ 勾配からのエネノレギーが必要であり， ADPと Piの化学結合にはこのエ
ネルギ一入力を必要としないとするBoyerの説を支持した。②Fl上に存在する 6 モ lレのヌクレオチド結




今後，乙の系を用いる乙とによって， ATPの酵素からの遊離機構，サブ‘ユニット間相互作用， F1-Fo 
相互作用などの重要な問題がさらに解明されるものと期待される。従って，当論文は理学博士の学位論
文として十分価値あるものと認める。
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